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I 集 中豪 雨 l

」ーー町有史以来の 被害一一」

去る8月9日未明、以来部以l党!tu併をとl辿った集中蝶吹は、 当
1:VJ！」町，P.ニおいて、同日午前得時かIら同4’U,}までに、 200ミ11を
越すほどの雨量を記録し、早朝のピークには正に lI!市町に100ミ
リ近い降雨量密記録した。

ζれft、昭和40年度の広告時J)2倍以上にのぼる降水雨て・あ
るといわれているが、この豪雨のため、！日j内山岡部においては

数10カ所にわたって山崩れを起こし、勿ぃ、乙れがL、わゆる鉄
砲lJ<とはって中小河川に集中し、 たちまちにしてはん1-,;/t.、道
路や嵯的・（｝）欠壊、 ！モ家伊~J言！jt失、 床七世！）＜、 11<削流失、冠水等
その他乙れらに付閲する各組の銅苫が発生し、当自I有史以時El!J
被？与を出すに至った。

被害の最も著しかった境地区

特に今回の水害は湾地区が肢もひどく、境地区内を流れる念

剛川は、昭和36年にもはんらんし、浸水騒ぎを起こしたが、今
回は山崩れによって押し流された白石や、民/f:C7）樹担などが、

金側IJ川や他の2小河川をせき止め、あふれrnる士砂や流；択が激
流となって境地区内令域に流出し、同地区内を縦断する凶泊8号
線をーきょに埋めつくしてしまった。

一方、 山を背に立ち並ぶ住宅は、 ニL:l沙β＇I：出流とな って家出内
を通り疲け、 反対側の家並みを通り抜けて、糊~UIゾ＇）71<凹に流Ill
するという惨状であっ・た。

また、境小学校は、背後の山からぬのように流出する二H1沙に
よって宿直室が倒壊し、校舎内は~疏の抗うに任せる状態であ
った。

笹川地区の惨状

また、 地すべり危険地窃を抱える笹川地区では、鉄砲水によ

って道路、屋防が各所で欠駿しはじめると共に、各所に小規棋な

山崩れが併発し、一部では高さ20メートル、悶10メート／レに及ぶ
山崩れが起き、一瞬にして人家3J-iを土砂の中に埋めてしまう

とい った惨事も発生し．余剖l搭民~恐怖におとしいれたが、化
者や重傷者わなかったれば不キ；rpの事いであった。

国道8号線、北陸本線のストップ
交通関係では、国道8号織力、波山トンネ／レ入I！と境地区で不
通となり、北陸線では、 g崎トン Ffレ凶例lの山崩れのため、大
量の土砂や立木が線路及び旧IJll泊を矧li位して不通となり、公i.iJi
｜喝係は完全にマヒするに至った。

復旧に立ち上る被災者たち

当日昼近く、ょうやく雨も小止みとなり、町においては、早

速災害対策本部会設け、県に対し~宮数助法の適用を忠誠し、
そわ発動を受け、 救展、 防位、 直旧対~71'；に万全を期すべく、

関係全議員を動員し活動を開始した。

陸上自衛隊の活溜

一方陸と自衛隊10師団金沢連隊に叫する223名の施設隊員が、
朝日町災害復旧救援のため、 9日夕刻明日l町に到着、 10日から
主ガを境地区におき、機動力を利rnして、国道8号線の土砂排
出作業を開始し、 着々と復旧作業を進めた。なお、11日再び諜
除jの鰻来を受け、 被災者逮を不安におののかせ、舟｝｜｜、 山合川

の欠墳による水田流失や家魁浸水を加えるにいたった。

被害総額約16億円
今回C豪雨による被禽額は、 その調査が進むにつれ甚大して

いるが、現在、概算総額 15｛~6.300万円の巨額にのぼるものと
予想、されている。
なお、本号は集中豪雨による敏也状況特集号として、町内各

地の惨状を写真により紹介するととにした。

（編集委員 間部善治）

（領直写真は山崩れで押しつぶされた民家ー笹川地区〉
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み計災り 現乙のな 鍾童書童謡霧滋鍵翠磁議選翠豊富騒騒語翠謡選嘗 て地パ然子
入の害片い象 と 筋寒 童謡醤巨三重富＝＝謹窒帯電量費望望書顕曹喧露夢喧喧謹語選 八 断上ケと川去
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も
の
で
あ
る
コ

以
下
、
今
阿
の
豪
雨
に
よ
る
純
出
状
況

の
い
く
つ
か
を
ス
ク
号
ヅ
ブ
し
て
桁
介
し

そ
の
特
接
と
し
た
。

境

地

区

境
地
区
全
域
を
土
砂
と
泥
水
で

覆
っ
た
金
剛
川
の
は
ん
ら
ん

す。危
う
く
十
分
的
に
脱
出
し
て
密
政
態
勢

に
入
っ
た
た
め
慨
を
免
が
れ
た
と
い
う
水

野
校
長
の
談
。

写
真
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
境
小
学
校
前

店
主

大
岩
石
が
阻
敬
の
巾
に
こ
ろ
が
り
、
土

砂
が
天
井
ま
で
慌
め
つ
く
す
金
剛
川
隣
’接

の
民
家
。

裏
山
が
、
さ
な
が
ら
ナ
イ
ヤ
ガ
一ア
の
沌

の
よ
う
に
な
っ
て
山
崩
れ
を
ひ
き
お
こ
し

つ
い
に
境
小
学
校
の
間
直
室
を
押
し
つ
ぶ

ー
濁
流
の
荒
れ
狂
う
水
路
と
」

「
化
し
た
境
小
学
校
の
廊
下

L

一
瞬
に
し
て
樹
流
の
梢
岱
く

氷
路
と
化
し
た
境
小
学
校
の
附

下
北
側
廊
下
。

（写
真
布
）

水
の
ひ
い
た
院
後
の
惨
状
、

机、

い
す
そ
の
他
の
招
物
防
日間

矧
が
泥
土
に
ま
み
れ
な
作
所
に
散

乱
し
、
激
し
か
っ
た
市
1
川
や砂、

同
慨
を
如
実
に
物
折
っ
て
い
る。

復
旧
作
業
に
立
ち
上
が

る
擢
災
者
と
自
衛
隊
施

設
部
隊
の
活
躍

天
井
ま
で
稲
も
っ
た
ト
ぃ川
、

泥
に
ま
み
れ
た
家
財
泊
U
に、

一
時
は
ぼ
う
然
自
火
の
川崎
山ピめ

っ
た
梶
山
火
者
た
ち
ふ
れ
、
知
恨
の

．史
的
に
よ
っ
て
派
叫
さ
れ
た
合

が
陸
上
円
札
削
隊
出
ぷ
部
隊
山

欽
控
作
業
に
力
づ
け
ら
れ、

時
お
り
博
日
の
さ
す
宅
に
政

を
と
り
も
ど
し
、

一
せ
い
に

担
旧
作
業
に
と
り
か
か
っ

た。写
真
は
国
道
八
号
線
上
仁

う
す
高
く
取
消
し
た
仁
川
仰
の

E
排
出
作
業
に
機
動
力
を
売
開

し
て
活
躍
す
る
自
衛
隊
民

防

疫

班

の

活

動

ホ
百
円
引
先
七
地
に
は
必
ず
と
月
づ
て
も

よ
い
ほ
ど
．
十
川
政
偶
発
川
l
叶
ゆ
っ
き
《
の
。

町
災
山
川
対
策
本
部
で
な
川
中
一
川
似
即
日
耐
と

協
力
、
日
十
述
助
役
肌
を
制
ほ
し
、
境
地
ば
れ

を
初
め
と
し
て
w
m
m
uhい地
ハ
ヴ
川
ぷ
に
日
制

町
一世
に
万
八れ
を
閉
し
た
。

写
真
右
下
ほ
境
必
ば
一
円
十
川w
m火
山
後
に
お
け

る
附
投
川
町
市
向

救
援
物
資
の
輸
送

朝
日
町
災
害
対
策
本
部
で
は
、
早
速
桂

災
者
連
へ
救
援
物
資
を
支
給
す
る
た
め
、

世
具
、
日
川
雑
貨
、
薬
品
等
を
急
き
ょ
調

述
応官
邸
り
、
被
災
各
地
へ
急
送
し
、
そ
の

凶
急
対
策
に
遺
憾
な
き
を
期
し
た
。

写
真
は
被
災
地
に
お
い
て
救
援
物
資
を

配
分
す
－る
対
策
本
部
員
の
活
動
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笹

川

地

区

一・番
所
に
山
崩
れ
の
発
生
と
・一

一；
・・
笹
川
の
は
ん
ら
ん
・：－－
－－一

民
家
三
戸
が
土
砂
に
埋
ま
る

ひ
九
日
早
朝
の
最
大
降
雨
期
に
は
、
笹
川
が

は
ん
ら
ん
し
、
各
所
に
堤
防
欠
州
棋
を
生
じ

谷
あ
い
に
組
つ
い
で
山
く
ず
れ
が
発
生
し

た
。
中
で
も

高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
メ
1
ト
N

に
わ
た
っ
て
山
崩
れ
が
生
じ
．

一
挙
に
民

家
三
一円
を
土
砂
に
埋
め
て
し
ま
っ
た
。
ホ

い
い
ず
れ
も
家
人
た
ち
は
響
成
態
欝
下
に

あ
っ
た
た
め
、
死
者
は
な
か
っ
た
が
、
家

が
屋
損
ま
で
埋
ま
る
程
の
激
し
き
で
あ
っ

た
。
〈
主
題
写
真
参
照
）

そ
の
他
、
笹
川
の
は
ん
ら
ん
で
六
一戸
が

半
盟
、
四
十
戸
が
床
下
浸
水
に
陥
っ
た
が

各
所
で
道
路
が
欠
壊
し
た
た
め
、
救
援
活

動
が
思
う
に
任
せ
ず
、
通
信
網
の
途
絶
で

連
絡
も
閤
難
を
極
め
、
正
に
陸
の
孤
向
と

佑
し
た
一
時
も
あ
っ
た
が
、削州市
m民
総
出

で
堤
防
欠
頃
箇
所
の
応
急
補
強
作
業
な
ど
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に
ん
に
力
を
注
ぎ
、
被
苫
の
拡
大
を
防
止
し

た
。な
お
、
け

m知
事
も
対
策
本
部
付
と
比
九

に
現
地
に
到
省
、
終
～
引け地
を
岡
山
襲
、
予
想

外
の
被
告
に
驚
く
と
共
－
～
、
地
広
民
を
倣

励
慰
労
さ
れ
た
。

E
－
拾
い

写
真
上
は
、
山
崩
れ
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ

た
民
家
右
は
凹
巾
向
付
近
に
お
い
て
欠
臨
し
た

出
防
の
応
急
補
強
作
業
に
懸
命
な
村
氏
た

ち
c左

は
尉
地
問
問
問
小
中
の
士
口
田
知
事
の

一
行

（
．
股
蹴
楠
付
近
に
て
）

欠
壊
し
た
道
路
と
堤
防

は
ん
ら
ん
し
た
侠
川
の
政
流
は
九
一
市
で

哩
防
を
付
す
り
、
岨
怖
を
え
F
V
、
η
と
っ
て

し
ま
っ
た
。

写
真
は
彼
川
「
ン
ネ
ル
付
近
の
道
路
欠

棋
の
よ
う
す
。

簡
易
水
道
の
破
損
に
よ
る
断
水

前
川
苑
蹴
開
拠
山
水
制
池
付
近
mu
士山川

刷
れ
に
よ
っ
て
附
同
水
辺
i
J

仰
伺
し
、
ふ上

村
断
水
の
状
閣
に
附

ニ
’Z

林
道
欠
壊
と
数
知
れ
ぬ
倒
木

谷
川
の
は
ん
ら
ん
と
、
十
♂
砂
く
ず
れ
に

よ

っ
て
、
山内4
地
の
林
道
が
J

寸
断
さ
れ
、
倒

中小
も
数
知
れ
ぬ
状
態
で
、
調
査
．
か
進
む
に

つ
れ
て
純
害
が
憎
大
し
て
い
く
現
状
で
あ

る
が
、

中
で
む
宮
崎
地
内
、
赫
道
上
木
谷

線
ば
、
令
部
欠
壊
し
、
倒
木
の
健
常
口も
民

十八
の
同
時
で
あ
る
。

写
真
は
全
線
欠
壊
の
上
木
谷
線
線
道
と

倒
木
の
よ
う
す
。

－l
木
流
し
川
が
は
ん
ら
ん
J

「
l
舗
道
が
激
流
と
化
す
｜
」

上
陥
培
地
内
に
発
生
し
た
山
削
れ
に
作

っ
て
、
一
日
山
本
町
内
を
流
ハ
る
俗
体
マ
ン
マ

の
川
が
い
ち
ufく
は

ん
ら
ム
ペ
し
、
宮
本
町

西
部
を
濁
流
に
泣
す

と
同
時
に
、
橋
向
町

西
南
山
木
流
川
が
は

ん
ら
九
し
、
み
る
ま

に
橋
内
町
通
り
は
濁

流
と
化
し
た
己
（
写

真
打
ド
）

t
h
一
閃
し
川
近
辺
の

山
古
は

一
時
危
険
に
ひ
ん
し
た
が
、
人七
戸

休
下
山
白
水
（

一
部
床
仁
説
水
）
の
被
害
だ

け
に
止
ま
っ
た
。

城
山
ト
ン
ネ
ル
入
口
の

土
砂
く
ず
れ

倒
木
と
土
砂
、
入
口
を
ふ
さ
ぐ

国
道
パ
号
線
、
城
山
ト
ン

F
W
西
側
入

川
む
上
万
の
斜
面
に
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
、白
此
レホと
大
鼠
川
上
仰
が
流
出
し
て
ト

ン
ネ
ル
の
入
け
を
ふ
え
ぎ
、
同
通
八
号
制

か
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。

a店
守
F
H
U
4
E
E



(4) 

集中藁雨被害状況調べ
朝日町（町、県関係共）

『

2
1
・北
陸
の
動
脈
路
線
i
l
－－
－

p
i
t
z－－
z
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
i
L

九
日
朝
、
兆
陸
線
、
泊
1
越
中
宮
崎
間

宮
崎
ト
ン
ネ
ル
商
万
三

0
0メ
l
ト
戸
の

地
点
に
お
い
て
山
崩
れ
が
発
生
し
、
大
量

の
立
木
と
土
貯
が
北
陸
線
の
鉄
道
を
埋
没

し
、
さ
ら
に
旧
国
道
ま
で
押
し
寄
せ
、
こ

れ
を
す
っ
か
り
埋
め
、
北
陸
の
動
脈
路
線

の
す
べ
て
を
完
全
に
マ
ヒ
状
態
に
お
と
し

い
れ
た
。
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若手
" 

ダ
ブ

の

提
防
の
欠
峻
に
よ
り
、
水
刊
流
火
原
悦
二
川

c
pに
及
ぶ
被
告
の
報
が
入
っ
た
。

川

写
真
上
は
一
瞬
に
し
て
河
胤
と
化
し
た
氷
山

山
と
左
は
欠
壊
箇
所
の
応
急
処
殴

川

ン

チ

の

集

中

豪

雨

堤

防

欠

壊

JI,, 

Jf. 

舟

Jll 

翌
十
日
は
珍
ら
し
く
晴
れ
上
が
り
、
躍

災
者
た
ち
を
ほ
っ
と
さ
せ
た
の
も
束
の
間

十
一
日
朝
か
ら
の
豪
雨
は
、
黒
部
川
下
琉

の
欠
陥
慣
や
震
本
橋
流
失
の
報
を
伝
え
、
融
商

政
態
勢
に
あ
る
う
ち
、

つ
い
に
舟
川
下
流

ww札
ぺ
川

水
害
見
舞
ご
あ
い
さ
つ

初
秋
の
候
、
ま
す
ま
す
と
清
栄
の
こ
と

と
お
よ
る
乙
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
八
月
九
日
未
明
当
町
を
割

っ
た
未
曽
有
の
豪
雨
の
た
め
、
山
崩
れ、

河
川
の
は
ん
ら
ん
に
よ
る
民
家
の
倒
壊
、

浸
水
、
出
畑
の
流
失
、
冠
水
な
ど
大
き
な

被
害
を
う
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
公
私
と
も

に
ご
多
端
の
お
り
か
ら
、
さ
っ
そ
く
お
見

舞
に
あ
ず
か
り
、

一
方
な
ら
ぬ
お
刀
，
添
え

を
い
た
だ
き
、
そ
の
う
え
多
額
の
見
舞
金

ロ
即
応
－
賜
わ
り
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ご
芳
志
に
た
い
し
ま
し
て
心
か
ら
陣
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

目
下
総
力
を
あ
げ
て
着
々
復
旧
作
業
，
L

勿
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
絡
別
の

ご
指
導
、
ご
毘
助
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
由
申
し
あ
げ
ま
す
。

失
机
な
が
ら
、
紙
上
を
か
り
ご
あ
い
さ

つ
申
し
あ
げ
ま
す
c
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努

名

（

服
不
問
、
敬
私
附）

市
山
県
勤
労
者
住
宅
生
活
叫
ん
向
組
合
、
日

到
・紡
制
泊
工
場
長
け
符
母
、
日
本
比
政
党

広
山
県
袋
員
会
、
日
本
共
産
党
中
央
香
川

会
、
沼
山
県
共
同
拝
金
会
々
長
米
沢
町
鴎
パ

日
本
エ
ク
ニ

ッ
ト
ぃハイ
ァ
K
K北
陸
出
似

局
体
・

r円
u
n
L

所
長
吉
田
査
、
明
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

日
本
社
会
党
富
山
県
本
部
、
全
国
町
村
会

長
河
津
寅
雄
、
氷
見
市
、
小
矢
部
市
、
新

湊
市
、
砺
波
市
、
高
岡
市
長
、
株
式
会
社

北
陸
銀
行
泊
支
店
従
業
員
一
問
、
北
陸
中

日
新
聞
社
、
加
藤
与
幸
（
東
京
都
）

、
株

式
会
社
ダ
ス
キ
ン
大
阪
本
部
常
業
部

一
同

佐
伯
宗
謡
、
広
間
勝
記
け
、
祉
外
制
医
院
、

富
山
県
副
知
事
小
綿
説
、
株
式
会
社
ウ
ス

ヰ
代
表
取
締
役
碓
井
祢
平
、
浦
由
美
和
、

策
本
願
寺
前
山
教
区
、
北
陸
銀
行
、
円
山

民
主
党
富
山
県
支
部
連
合
会
、
朝
日
町
職

工
会
、
大
西
百
次
郎
、
必
日
本
新
聞
朝
日

官又い川
長
、
富
山
保
護
同
神
社
準
賛
会
、
明

百
川
連
合
財
人
会
、
日
本
赤
十
字
社
沼
山

県
支
部
、
山
山
県
、
富
山
観
光
セ
ン
グ
I

広
附
荘
械
、
新
川
信
間
金
庫
、
池
田
教
ネ

（石
川
県
）
、
一
県
本
願
々
、
北
陸
銀
行
川

支
的
、
大
限
某
（
東
京
出
〉
、
富
山
相
十九

銀
行
出
支
店
職
国

一
同
・

労
働
組
合
、

－f

1

力
マ
l

卜
制
H
店
、
い
す
ず
自
動
車
K

K
火
戸
別
附
山
従
附
（
神
奈
川
県
）
、
第

一
生
命
保
険
相
互
会
社
富
山
支
社
、
白
衣

W
託
公
社
・岡
山
支
局
、
中
央
信
託
銀
行
富

山
支
店
、
松
風
毅
七
（
新
渇
県
〉

、
山
名

附
雌
（
東
京
都
）
、
野
中
久
代
（
同
〉

、

関
市
広
（
同
〉
、
岩
佐
柳
子
（
同
〉
、
数

同
角
平
（
石
川
県
）
、
富
山
テ

ν
ピ
放
送

K
K、
寓
山
県
知
事
＼
富
山
県
議
会
議
長
、

耐
枝
市
長
、
入
普
町
長
、
富
山
県
計
算
セ

ン
タ
ー
富
山
県
清
掃
協
会
、
桜
井
志
郎
、

長
谷
友
一
、
波
子
チ
ヨ
（
（
東
京
都
〉

、

高
柳
総
半
（
同
〉
、
塩
見
栄
（
奈
良
市
〉

伊
煤
縦
（
名
古
屋
市
〉
、
富
山
市
更
生
保

濯
附
人
会
長
太
閤
街
枝
、
渋
谷
思
議
（
富

山
ぃ
巾
）
、
削
川
川
は
（
同
）
、
野
村
民
（
同

）
、，
長
打
ふ
一

（
問
）
、
作
人
財
人
（
問

問
名
）

（
八
月
三
十

一
日
現
在
）
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豪
雨
被
災
者
に

国
税
の
救
済
措
置
が

［続務署だより＇~l
(5) 

こ
の
た
び
の
集
中
豪
附
に

よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
万

は
、
国
税
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
救
済
措
闘
が
あ
り
ま

ナ
か
ら
、
手
続
き
な
ど
で
お

わ
か
り
に
な
ら
な
い
時
は
、

気
軽
に
税
務
署
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

期
限
の
延
長
な
ど

V
国
税
庁
長
官
の
告
示
し
た
魚
津
地
区
の

一
部
、
滑
川
市
、
入
替
町
、
朝
日
町
、
上

市
町
、
立
山
町
の
地
誠
に
対
し
て
は
期

限
ま
で
の
申
告
、申
請
、
周
出
な
ど
は
、

十
月
十
三
日
ま
で
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

納
税
猶
予
の
申
”
を

V
災
容
に
よ
り
納
税
が
困
難
で
あ
る
と
き

は
、
災
害
の
や
ん
だ
日
か
ら
二
カ
月
以

内
に
、
「
災
害
に
よ
る
納
税
猶
予
申
請

書
」
を
税
務
署
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ

、。
－V
 

災
害
を
う
け
た
当
面
の
問
置
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
救
済
の
道
が
あ
り
差
す

V
予
定
納
税
額
の
あ
る
方

①
住
宅
や
家
財
の
半
分
以
上
に
損
害
を

受
け
た
人
で
、
乙
と
し
の
見
積
所
得

合
額
が
二
百
万
円
以
下
で
あ
る
人
は

〈
災
・
害
減
税
法
の
通
用
）

被
災
し
た
日
か
ら
二
カ
月
以
内
に

「
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
磁
」

を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
見
積
所
得
金

額
の
庶
分
に
よ
り
、
所
得
税
が
か
か

ら
な
く
な
っ
た
り
、
半
分
ま
た
は
四

分
の
一
に
滅
額
さ
れ
ま
す
。

①
住
宅
や
家
財
の
半
分
に
満
た
な
い
担

者
を
受
け
た
人
ゃ
、
乙
と
し
の
見
税

金
額
が
二
百
万
円
を
こ
え
る
人
は

（
所
得
税
法
に
よ
る
雑
損
控
除
の
過

損
害
額
が
十
月
三
十
一
目
現
在
で

ζ

と
し
の
見
積
所
得
金
額
の

一
割
を

こ
え
る
と
き
は
、
第
二
期
分
の
予
定

納
税
額
を
減
額
す
る
乙
と
が
で
き
ま

す。
こ
の
場
合
、
十

一
月
十
五
円
ま
で

に
「
予
定
納
税
減
額
申
請
書
」
を
見

出
し
て
く
，
た
さ
い
。

V
給
与
所
得
の
あ
る
方

①
住
宅
や
家
財
の
半
分
以
上
に
煩
符
ル
一
」

受
け
た
人
で
、
こ
と
し
の
見
的
所
得

豪
雨
被
災
者
に
対
す
る

町
税
の
減
免
に
つ
い
て

朝
日
町
で
は
、
こ
の
た
び
の
咲
刷
災引いけ

で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
実
情
に
応

じ
て
問
定
資
産
税
と
町
民
税
の
減
免
を
行

な
い
ま
す
。

乙
れ
は
、
こ
ん
ど
の
八
月
災
引
け
の
た
め

に
特
に
設
け
た
、
被
災
者
に
対
ナ
る
町
税

の
減
免
要
綱
に
蕊
づ
い
て
行
な
う
も
の
で

申
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
免
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

目
下
実
情
調
査
を
し
て
い
ま
す
が
、

巾

請
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
稼
と
よ
く
相
談
し

な
が
ら
、
続
免
を
過
確
に
し
た
い
と
お
も

＼

f

、M
1
0

L
v

－－c
－一，
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（税
務
課
〉

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
税
金
の
徴
収
納
子
や

還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
徴
収
納
，
L
J

巾
請
書
や
還
付
中
請
u
H
H
t
T

、
早
川
に
給

ツ
の
支
弘
名
を
通
じ
て
税
務
揖
に
促
川

し
て
く
．
た
さ
い
。

確
定
申
告
で
精
算

以
上
の
よ
う
な
徴
収
納
予
わ
溢
付
を

乏
げ
ら
れ
た
万
は
、
必
ず
確
定
申
作
れ
け

を
し
て
問
罪
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

淡
害
を
受
付
た
資
産
の
明
細
書

限
定
巾
何
の
際
に
、
災
引
い
に
よ
る
M
m

問
問
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま

た
は
、
災
内
臓
免
訟
の
適
用
を
受
け
る

以
A
U
は
、
出
割
引
一
け
を
受
け
た
資
政
の
附
細

川
が
必
裂
で
す
。

合
判
が
り
万
円
以
下
、
円
五
十
万
円

以
．
卜
、
二
百
万
円
以
卜
の
収
分
に
よ

り
、
す
で
に
納
め
た
税
金
を
お
返
し

し
．
ま
た
は
災
宵
の
日
以
後
に
徴
収

さ
れ
る
脱
金
ば
州
予
さ
れ
ま
す
。

⑦
引
け
．宅
や
山
家
財
の
市
十
分
に
満
た
な
い
叫
川
河

を
受
け
た
人
や
、
こ
と
し
の
見
印
刷
り

所
得
金
制
か
二
百
刀
円
を
こ
え
る
人

寸
ム
、
制引
J
tH

徐
い
か
と
と
し
の
見
悩
所
得
金

額
の
一
川
そ
こ
え
る
と
さ
は
、
そ
の

こ
え
る
簡
に
対
す
る
税
金
は
給
ツ
か

ら
引
か
れ
ま
せ
ん
。

①
外
交
局
な
ど
の
報
酬
料
金

税
金
の
徴
収
制
予
の
条
件
は
紙
t
J

所
得
の
あ
る
万
と
同
憾
で
寸
か
、
寸

で
に
納
め
た
税
金
ば
お
返
し
i
な

い

（

向

印

税

務

湾

）
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出
入
け
は
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば

‘ι・1ソ
リ
品
ベ
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，ウ
ソ
ス
．い
小
川
・
二
制
取
り
付
け
、
パ
チ

は
栴
ち
て
い
な
ト
か
調
べ
る
必
裂
が
あ
る

亡
甥
は
木
製
の
も
の
は
文
科
を
す
－て
、
な

る
べ
く
風
の
炊
き
政
げ
る
す
き
を
入
れ
た

力
が
よ
い
。
プ
ロ

ッ
ク
造
り
の
塀
に
は
鉄

簡
を
入
れ
る
と
よ
い
。

台
風
情
報
に
注
意

0
・1
・J
庁
、
テ
レ
，じ
m
v
J
の
気
象
的
判
、
防

災
卜
一
の
注
意
事
項
を
よ
く
聞
き
対
策
を
い
V
．

て
る
。

八人）
…
問
地
に
そ
な
え
て
、
ほ
中
旬
旬
、
ロ

ー

ソ
ク
、
ト
ラ
L

．JJ
λ

タ

！
日J
JL

す
符
吾
川

一
認
す
る
。

C
ト
ざ
と
い
う
併
の
道
場
山
判
所
壬
確
認
し

て
お
く
。

O
洪
水
。
高
潮
の
警
報
、
避
鋭
命
令
町
一
吋
が

ど
う
い
う
経
路
で
い
以
遠
さ
れ
る
か
磁
認
し

て
お
く
。

品
ロ
風
が
艶
っ
て
き
た
と
き

。
水
内
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

可処
酬
刊
は
高
い
台
の
上
に
積
み
重
ね
る
。

＠
た
ん
す
は
引
き
出
し
を
肱
い
て
高
い

所
に
お
く
o

C
押
し
入
れ
の
下
段
の
物
は
で
き
る
だ

け
上
段
へ
移
す
。

⑫
電
気
、
ガ
ス
等
火
の
元
は
か
な
ら
ず

切
っ
て
お
く
。

⑮
学
問
ロ
仰
の
保
有
に
注
意
す
る
こ
と
0

0
．長
州
が
統
〈
と
が
げ
く
ず
れ
の
危
険
が

あ
る
の
を
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

滋
離
す
る
と
き

O
避
慌
の
指
示
は
サ
イ
レ
ン
、
半
錦
、
伝

令
、
一
ソ
ジ
オ
欣
滋
M
G
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

る
ο
十
分
注
蛍
す
る
こ
と
。

。
越
慨
す
る
と
き
は
、
女
子
、
こ
ど
も
、

超
人
、
病
弱
者
を
阜
自
に
娃
媛
さ
せ
る
。

火
の
代
末
、
一戸
締
ま
り
を
究
会
に
す
る
。

例
術
品
は
非
市
川
食
制
．
（
二
食
分
悦
）
、

飲
料
収
、．
K
誕
品
、
百
電
口
川
、
認
印
、
現

金
、
蔚
が
え
衣
料
、
夜
閣
は
懐
中
間
灯
惇

が
必
須
・で
あ
る
。
ま
た
聞
に
は
制
午
、
顕

さ
ん
、
ヘ
ル
メ

プ
ト
な
ど
附
間
以
そ
っ
け
、

家
族
一
純
の
仰
は
、
老
人
や
こ
ど
も
を
先

に
し
て
、
で
き
る
だ
け
衣
類
で
お
お
う
よ

う
に
す
る
ο

（一一）ヤ府
内
』
刊
か
』
巾
心
に
、
家
紋
ま
た
は
隣
近

所
そ
ろ
っ
て
避
知
す
る
よ
う
に
す
る
。

台
風
下
の
行
動
に
つ
い
て

O
外
出
す
る
附
は
目
的
、
行
先
、
経
路
、

川
官
予
定
時
刻
を
知
ら
せ
て
お
く
。

0
ζ
わ
れ
そ
う
な
塀
の
そ
ば
を
通
る
と
き

に
は
下
敷
き
に
な
ら
な
い
よ
う
回
収
か
ら
離

れ
て
歩
く
ψ

C
川
や
池
が
あ
る
と
き
は
紙
上
の
側
に
よ

っ
て
通
る
こ
と
。

。
地
す
べ
り
、
が
け
く
ず
れ
に
注
意
す
る

こ
と
。

C
水
び
た
し
に
な
っ
た
問
、
知
ら
な
い
道

は

一
人
歩
き
し
な
い
こ
と
。

O
風
で
戸
が
と
ど
か
な
い
の
で
、
責
任
者

は
メ
ガ
ホ
ン
、
拡
声
機
を
用
意
す
る
乙
と

（入
叩
両
日
警
察
署
）
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間和 44年 9月！日 目
月 刊（毎月10日発行）ひさ

盛
り
あ
が
る

健

康

づ

く

り

運

動

｜
｜
蛭
谷
、
羽
入
、
谷
地
区
｜
｜

自
分
の
他
民
は
自
分
で

守
り
、
病
訴
の
な
い
明
る

い
町
づ
く
り
を
目
的
に
、

問
和
四
十
四
年
度
の
モ
ィ
J

W
地
区
と
し
て
指
定
し
た

蛭
谷
、
羽
入
、
谷
地
区
の

他
山
づ
く
り
巡
動
は
、
地

区
の
健
民
づ
く
り
推
進
協

議
会
が
中
心
と
な
っ
た
、

抑
制
極
的
な
取
り
組
み
に
よ

っ
て
、
指
々
と
初
期
の
白

的
に
向
か

っ
て
進
ん
で
い

る。
五
月
二
十
六
日
と
八
月

二
十
日
に
実
施
し
た
他
民

診
断
、
体
力
テ
ス
ト
で
は

延
べ
三
六
三
名

が
受

検

し
、健
脱
診
断
で
は
、昨
年

あ（震諸説鎚：£） 第16~号

〈
境
地
ば
）
の
山
川
げは
測
定
や
聴
打
説
、
険

阿
部
に
加
え
て
、新
し
く
、
臨
夫
症
の
聞
き

と
り
捌
在
や
疲
労
皮
A
に
よ
る
夜
労
の
民

合
い
の
調
布
も
行
な
っ
た
が
、

一
般
に
疲

労
し
て
い
る
人
が
多
く
、
ま
た
、
艇
の
拘

い
人
や
川
こ
り
の
あ
る
入
、
め
ま
い
の
す

る
人
も
比
較
的
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

体
h

刈
テ
ス
ト
で
は
、
他
民
に
大
き
く
鮎

び
っ
く
筋
力
〈
門
筋
力
）

、
柔
軟
性
（
立

位
体
前
開
）

、
持
久
力
（
肺
活
蝕
と
踏
み

台
界
降
巡
励
）
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
場
で

簡
単
な
体
力
指
導
を
行
な
っ
た
が
、
踏
み

台
昇
降
運
動
に
よ
る
心
臓
の
ス
タ
ミ
ナ
（

持
久
力
）

、
脈
問
出
復
度
に
対
す
る
受
検

八
写

真

〉

左
上

i
憧
康
診
断
風
景

友
ー
踏
み
台
昇
降
遭
動
で
心
臓
の
持
久

カ
テ
ス
ト

者
の
安
い
関
心
が
う
か
が
わ
れ
た

。

ぅ

、
み
な
京
一
心
に
〈
毛
を
と
っ
た
り
、
海

ま
た
、
乙
の
外
に
、
健
尉
づ
く

η
運
動
師
の
式
差
実
習
を
見
学
し
、
試
食
な
ど
し

の
一
環
と
し
て
取
り
め
げ
ら
れ
℃
い
る
ポ
て
い
る
が
、
今
後
口
分
た
ち
が
実
際
に
手

盤
教
・
出
で
法
、
・
：ハ
ラ
ン
λ

の
と
れ
た
栄
蕗
が
け
る
制
見
定
員
も
A
幽
さ
れ
て
い
る
。

」
を
主
題
に
、
年
十
川
山
北
川
山
・
フ
ち
、

先
の
地
版
。
断
、
体
力
テ

子
r
に
つ
い

す
で
に
阿
川
を
消
化
し
た
が
、
川
に
じ
d

て
む
、

一
け
に
あ
と
．
川
だ
池
山U
A州
で

名
以
上
山
山
附
を
件
、
川
説
会
聞
き
な
が
わ
る
、
．

『

民
旬
以
）

－
E

－J
‘
 ．
．．． 
F
，‘，f
－－aa
E
V

‘，r
A
 ．．．． 
，B
’a－aE
v

．，，
‘aa
－－F
・‘J
・A
・－F
・．，r
・a・・・・‘，，
‘．．． 
，，
！、，f
A
－－EE
－－J
e

－－a
，，．
‘，，‘
．．．． E
E

，、J
‘．．．． E
・・

選

挙

と

は

：

ο

・
知
っ
て
お
き
た
い
選
挙
の
知
識

に
行
く
ほ
ど
、
そ
の
い
川
か
せ
官
、
く
必
ふ
の

か
版
刷
と
い
2
J
，」
れ
は
い
λ
川門

ω
よ
・・J
な

い

d
峡
削
剥
な
地
引
で
川
に
A
H
う
川
水
路
だ

わ
が
北
誌
は
、
川
水
路
の
活
用
さ
れ
る
附

則
に
、
レ
人
出
支
た
ほ
払山
中門家．山附
n
り
あ
る
の

が
常
磐
な
の
で
あ
る
u

だ
か
・り
、
そ
れ
に

見ムけ・
3
よ
，
っ
．
ト
尚
一
昨
隔
を
広
く
す
べ
き
で

わ
る

一
と
い
う
引
けが
．
良
品
で
あ
る
”

以
上
の
よ
・
コ
た
凶
つ
の
例
の
小
、
川
と

ゆ
ハ
場
内
は
、
こ
れ
は
社
んが
教

ηの
耐
の

問
題
で
あ
る
。八
れ
住
民
が
協
力
L
A
U
っ
て
、

お
円
お
の
印
誌
を
諜
め
、
社
会
性
を
日
め

．‘
a
t－－‘
a
f－－‘，，
h
．‘，
，‘ 
．． 
‘，，
z
 ．． 
‘，，
E

，
 
．．． 
，，
 
．． 
‘．，
E

・A
．‘．，‘
．． 
‘．，‘
F

．‘，
f
 ．． 
‘，，‘，．‘
B

，‘ 
．．
 

主

梅

在

民

と

lま

ω
「
結
Mmに
カ
ネ
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
町

か
川
市
で
、
何
か

一
つ
の
川
慨
を
示
し
て
く

だ
さ
る
と
い
い
が
」

と
い
う
人
が
川
に
ら
『

、、
A
V

－
b
v
 
叩
「
花
輪
は
一収
凡
的
な
も
の
が
少
い
。
中

に
は
売
れ
附
な
も
の
も
川
百
に
あ
る
ω

咲

い
以
の
区
会
瀧
口
7
勺
ス
で
も
、
後
照
会
関

係
に
出
さ
ざ
る
を
仰
な
い
化
輸
が
刊
行
快

か
ら
六
百
も
と
い
”
つ
こ
と
だ
。
．にか
み
花

輪
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
作
十
五
万
円

か
ら
三
十
万
円
も
か
か
る
刷
定
に
な
る
。

議
日
の
報
酬
の
値
と
げ
の
版
関
が
ζ

乙
に

も
あ
る
。
ま
た
不
明
朗
な
政
情
献
金
や
収

賄
の
温
床
の
土
鹿
の

一
つ
で
も
あ
る
G

だ

か
ら
せ
め
て
、
花
愉
の
附円
以
だ
け
で
も
、

法
律
で
舷
紫
す
べ
き
だ
’一
と
、
文
他
人
た

ち
が
主
張
す
る
。

ゆ
「
舗
装
さ
れ
て
い
た
い
川
・
川
附
泊
の
補

修
仁
、砂
利
を
ま
き
、川
1
．は
泊
路
の
け
ず

み
に
位
い
て
あ
る
だ
け。

あ
れ
で
は
歩
行

者
や
自
転
車
乗
り
を
山
一川
す
る
泊
だ
υ

砂

利
と
粘
土
を
出
ぜ
て
ま
さ
、
円
l

り
で
な

ぜ
間
め
て
く
れ
な
い
の
ど
」

k
い
う
人
が

た
ま
に
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
必
路
に

な
ら
さ
れ
て
、
あ
き
内
め

ω。
て
い
る
。

川

「
民
地
活
椛
路
附
の
川
市
明聞
が
、
下
』
山

図

書

館

だ

よ

り

八
新
着
図
書

v

u
m
問
京
都
（
上）

山
ド
祭
文

現
代
と
は
な
に
か

下
〈
引
の
蹄
絵

や
ぶ
阪
明
繁
川
川
記

や
さ
し
い
下
山
斜
学

明
川
鉄
山

沖

修

二

羽
仁
五
郎

旧
村
即

一

宇
山
派
行
研
究
協

A
一一

出
色
日
本
の
た
術
（
山
ボ
述
と
光
琳
）
小
学
館

山
色
け
木
の
実
術
（
染
織
、
漆
工
、
金
仁
）

小

学

館

ぷ

上

勉

今
一
栄
光

山
村

H－
M

同
氏
の
正
予

凶
民
の
文
字

日
ぶ
の
蒋
淑

る
努
刀
を
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
は

な
い
ど
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
、

上
ぺ
の
指
示
ゃ
、
法
律
を
も
っ
て
す
る
規

制
の
カ
を
借
り
る
よ
う
で
は
、
四
等
圃
民

と
か
祉
会
性
低
開
発
国
と
の
そ
し
り
を
、

い
つ
ま
で
も
免
れ
川
げ
な
い
で
あ
ろ
う
。

ωと
川
の
こ
と
は
、
い
止
に
政
治
問
題
で

川
や
出
。
町
の
ち
川
氏
、
め
る
い
は
議

U

N
に、

川
沿
と
し
て
、
｝
比
耐
か
ら
進
山口し

そ
の
兆
問
な
り
、
川
明
料
一の
変
川
に
な
り
を
辿

る
べ
き
問
題
で
は
な
か
ろ
・7
か。

そ
ん
な

こ
と
は
附
人
的
に
ウ

・
？
？
ヴ
げ
に
出
航
せ

ぬ
問
題
．たか
ら
ど
う
で
も
よ
い
、
と
い
う

政
治
的
ノ
ン
ホ
リ
が
多
す
ぎ
る
よ
う
で
は

主
縦
在
民
の
懲
法
必
空
文
と
な
る
し
、
ま

た
い
つ
ま
で
耕
一
っ
て
も
J
．派
な
政
治
家
が

向
た
な
い
。

立
派
な
政
治
家
の
掛
け
つ
土
唆
は
、
政
治

を
削
る
く
正
し
く
し
た
い
と
願
う
住
民
を

激
ふ
く
も
つ
地
域
以
外
に
な

い
の
で
あ

る
。
（
以
下
次
号
）

（明
正
選
併
推
進
協
議
会）

日
本
の
ヰ付
淑

飯
間
蛇
甥

世
界
文
学
大
系

デ
イ
ケ
ン
ズ

ゆ

ら

め

き

大

旧

純

子

加
と
蝶

川
内
民
範

制点ぐ
れ
女

川

口

松

太

即

附
を
必
れ

出
川
重
バ凶

l
・

、
I

；
！

i

削
川
氏
、

化

パ

川

町

的

m

妖

m

d叶島内
遮
太
郎

が
と
交
の
間

（
下
）
瀬
戸
内
附
美

山怖
が
心
は
石
に
あ
ら
ず

布
隔
利
己

間

利
彼
川
裕

州
通

川

新

聞

次
郎

バ
mいや
V
U

新
川
次
郎

以
附
川

化
暗
記
白

川
御

藤

田

五

郎



マ
総

務
C
鍛
治
い
議
パザ
燥
比
思
，
ナ
、
収
品
f
、

応
万
作

V
X
教
師
停
作
ぃ

0
・米
任
和
夫

O
れ
川
保
PT
、
川

w
f・

川
水
・問、

M
M
m

栄
．州
、
ぶ
比
野
間
a

ナ、

分
か
れ
、
正
副
後
U
長
（
C
印
妥
U
一長

、

水

山

此

て

安

達

制

子

O
印
刷
安
町
長
）
を
正
選
し
、
今
後
、
九

マ
陀
業
建
設

委
員
・
会
ご
と
に
数
州
の
委
員
会
を
附
き
、

。
山
市
長
男

O
竹
内
禿
刷
、
氷
川
正
川打、

活
動
券
進
め
る
こ
と
に
し
、
民
伎
に
加
帳
．
K
井
手
作

助
役
か
ら
施
政
万
針
前
説
を
聞
き
、

問
題

V
青
年
の
城
睦
泣
特
別
番
目
会

昨

和

四

十

凶

年

度

刺

日

町

連

合

財

人

会

点
を
各
委
員
会
に
付
託
し
て
散
会
し
た
。

。
長
山
栄
．
成、

（｝
氷
介
野
尚
子
、
水

川

総

会
は、

ハ．
月

一
口
、
一
川
小
学
校
に
お
い

乙
の
宵
年
議
会
は
、
民
主
制
議
会
ル
l

誕

て

安

達

昭

子

て

開

催

さ

れ

た

。

山
げ
を
実
践
し
な
が
ら
、
政
治
に
関
す
る
関

マ
事

務

局

日
顕
、
会
長
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
広
島
で

心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
万
行
政
の
あ
局
長

u
uu江
間

明

附

か

れ

た

会

同

環

境

衛

町

大

会

で

、

朝

白

り
万
に
つ
い
て
、
青
年
自
身
の
考
え
刀
を
市
必

・ゑ
野
稔

町
連
合
婦
人
会
が
、
住
民
検
設
に
よ
る
同
庁

社
会
に
打
ち
出
し
、
佐

み

よ

い

町

．

つ

く

り

（

制
目
町
述
合
背
年
凶

）

ル

ルム
ヤ
〈
店
貨
を
交
け
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

に
努
め
よ
う
と
い
う
－

t｝什
の
む
の
て
あ
る

ド
写
真
上
V
脅
年
議
会
で
、
八
川
咲
尚

災

会

μ協
力
一
致
の
賜
物
と
の
あ
い
さ
つ
が

な円安
U
会
主
は
次
の

と

お

り

川

に

つ

い
て
の
百
聞
に
科
え
る
加
雌
助
役

あ

り

、
今
川
町
と
も
、
町
民
陀
雌
附
進
の
た

さ＝
・・・
”－E
E
－－・・・
歪三吾－
－－・・
＝－E
z
－－－－
zeas
－－－
－－－－
－三一
三z
・・・
三＝－＝＝
・・・
＝＝至宝
・・・
－zz
z
＝・・・
＝E
・E
・－・・
＝z
z
z，

．．
． 
E
・E
・－“・・・
z
z
z
三
・・・
E
＝－＝＝
・・－
E
－z
z
－・
・・
＝－
z
＝＝

－
福
川
日
町
青
年
議
会
開
会

「
l
l議

問和 44年 9月t0日
月 干IJ（毎月10日発行）

」」

長

に

清

水

博

君

選

出

朝
日
町
迎
合
得
年
団
主
催
の
第
七
州
朝

日
町
背
年
縞
会
は
、
こ
の
ほ
ど
、
全
校
下

の
青
年
団
員
か
ら
選
ば
れ
た
十
六
名
の
宵

年
議
員
が
集
ま
り
組
織
議
会
を
聞
い
た
。

会
場
の
朝
日
町
中
央
公
民
館
に
は
、

一

般
青
年
団
員
が
傍
聴
す
る
中
で
、
小
川
朝

日
連
膏
団
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
町
長

代
理
加
藤
別
役
、
議
長
代
理
扇
谷
副
議

長
、
大
宮
中
央
公
民
館
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
祝
い
と
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
受
け
た
。

ひ
き
続
き
議
事
に
移
り
、

最
年
長
議
員

の
鍛
治
信
義
君
が
仮
議
長
と
な
っ
て
．
議

長
選
準
を
散
必
無
記
名
投
票
で
行
な
っ
た

結
県
、
議
院
に
川
水
間
打
、
附
議
以
に
は

議
長
の
桐
名
航
せ
ん
に
よ
り
川
純
子
さ
ん

が
選
ば
れ
た
。

乙
の
あ
と
、

ひさ

つ
ぎ
の
三
常
任
安
叫
ん以に

あ（貯話芸品最長島）第169号(7) 

夏
休
み

「
赤
川
児
童
ク

の
活
動

ラ
プ
」

－z可
、
正
K
A
〉
日
、
司
円1
f・
，
%
い
こ
と

i

t
l
f
J
O
H
N
U
d
1
問

、
t

、

も
ん
出
で
は
．
こ
と
し
も
げ
て
れ
そ
れ
ポ
免
h
寸

前
動
作
－
民
間
し
で
き
に
が
、
リ
ペ
山
山
山
一

つ
、
が
川
川
ん
侃
ツ

サ
．ノ

（パ
h
t
u出
い
h
ド
ド

川
〉
引
所
μ
却
を
れ
介
L

J
J
べ
－

T
C

こ
ど
も
盆
踊
り
大
会
、
ち
ょ
う
ち
ん
コ
ン

ク
ー
ル

（
ペ
ハ
ト
，
し
い
）

お
と
な
と
H
合
別
に
ー
で
‘
P
T
八
山

首
則
で
、
こ
ど
も
だ
け
ハ・
ι祝
日前日
J
、ん・ぺか

%
施
方
れ
る
の
は
、

亦
川
地
M
似
刊
の
も

の
と
忠
わ
れ
る
が
、
そ
ハ
と
と
む
に
、
こ

ど
も
一
症
が
、
思
い
思
い
J
h山
町
そ
こ
山
し

た
出
絵
ち
ょ
う
ち
ん
コ
ン
。

｜
中
も
十八
を

人
対
が
あ
り
、
自
門
川
も
多
く
、

こ
ど
も
必

は
山
セ
か
ら
工
火
を
こ
ら
し
て
川
ち
こ
が

れ
る
よ
・
1
・で
、
ぶ
川
私
物
の
．

つ
に
な
っ

て
い
る
J

園
窓
山
キ
ャ
ン
プ
（
じ、

二
八
l
・1
’
』）

一
一
・
川
三
日
の
こ
の
汗
γ
ン
白ソ
は、

ぷ
川

地
．K
の
・シ

ユ
ニ
ザ
リ
ー
ダ
ー
の
指
州
で
、

一父一地山叫ん
れ
の
M
M
脱
を
山
肌
に
、

川－
｛ヤ

リ

シ
ク
で
山
発
し
た
が
、

m附
．
山
リ

リプ

い
刊
の
手
で
A
削
実
施
さ
れ
、
内
山
内
十
允
%

し
た
、
市
川
内
円
叫H
小
行
引
の

一
つ
で
あ
る

と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
能
成
の
川
町
出
向
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
は
か
、
日
帆
州
市
川
の
収
出
帆
判
、

り小しん百戸
、
ワ
ジ
オ
ル休
刊
、
日
ふ
う
し
、
泊

路
約
M
問
、
こ
ど
も
出
り
み
こ
じ
作
η
、
山以

休
み
作
品
川
広
等
、
部
落
の
卯
桝
あ
る
…
比円以

活動

£』
Cl 

.6.. 
-:z:s;' 婦人の

も
と
に
、
山
山
な
体
験
を
的
み
、

μ川以

花
な
児
休
み
μ

畑
山
地
♂
」
し
た
。

（

中川悦〉

ぷ
川
川
主
川
ρ

リ
ソ

ρ
間
家
山

・写
真
一

L
V

・－A
1

、
・J
F

’

4』
%1' 

め
一
一
胞
が
ん
ば
ろ
う
と
普
い
合
っ
た
。

次
い
で
、

「
言
葉
と
人
間
形
成
」
と
題

す
る
、
松
岡
順
古
宮
大
教
授
の
講
演
が
あ

n
v
、0
．パ
挺
は
州
き
て
い
る
。

。
人
間
は
日
鳴
を
つ
く
り
、
常
葉
が
人

聞
を
作
る
0

0
・
誠
低
は
一富
民
の
港
で
あ
る
。

川
親
の
美
し
い
言
葉
が
大
切
で
あ
る

帯
、
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
た
話
に
、
暑
さ

を
忘
れ
て
熱
心
に
メ
毛
す
る
会
員
の
姿
も

見
ら
れ
た
。

引
き
続
き
、
全
司
会
唱
に
よ
る
歌
唱
指

導
を
行
な
い
、
最
後
に
、
択
の
申
し
合
わ

せ
事
項
を
決
議
し
て
、
総
会
を
終
了
し
た

一、

会
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

二
時
間
励
行
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

（朝
日
町
連
合
婦
人
会
〉

婦人会総

～
体
協
だ
よ
り
一

V
第
十
六
回
町
民
排
球
大
会

〈八
川
一
一
一
日
山
川
崎
小
学
校
〉

（
山
）
①
泊
三
区
⑦
火
家
庄

V
第
十
二
田
町
民
水
泳
大
会

象
朝
日
町
小
・
中
学
校
水
泳
記
録
会

門
紙
目
制
災
憎
い
け
の
た
め
中
止

一＼
第
十
五
回
町
民
野
路
大
会

（
八
円
十
七
日

』
中、

①
川
一
区
①
前
二
広

小
丸
山
）

V
第
十
四
国
町
民
庭
球
大
会

川

口

九
凡
二
十
三
日

午
前
九
時

会

助

日

必

紡

グ

ソ
ツ
ン
ド

山
山
参
加

（オ
1

ザ
ン
〉
で
す
か
ら

多
数
寄
加
く
だ
さ
い
。

（叫
U
町
体
育
協
会〉

4

．ro
，a
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う
る
お
い
の
あ
る

生
活
設
計
を

ー
農
家
の
生
活
態
度
ー

経
済
の
嵐
長
に
つ
れ
て
、
農
村
社
会
も

激
し
く
変
化
し
、
兼
業
股
家
来
A
K
M
第

一

位、

そ
し
て
稲

m作
地
仰
の
閉
山
県
は
、

い
く
つ
か
の
問
題
を
も
っ
て
い
ま
す
。

開
の
人
も
女
の
人
も
、
年
間
の
労
働
時

間
の
増
大
と
合
わ
せ
て
、
農
業
の
主
体
性

が
主
婦
に
う
つ
り
つ
つ
あ
る
時
、
そ
の

－

つ
は
、
婦
人
の
労
働
に
よ
る
健
蹴
の
問
題

で
す
。

一
般
に
喪
失
症
や
疲
労
症
状
が
多

く
み
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
健
康
状
態
の
臥

－因
は
、
労
働
状
況
だ
け
で
は
な
く
、
話
日

の
生
活
の
あ
り
方
に
も
原
因
が
ひ
そ
ん
で

い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
経
済
的
に
は
恵
ま

れ
て
き
た
が
、
食
卓
に
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
が
並
び
、
農
村
生
活
の
良
さ
を
し
み

じ
み
と
味
わ
え
る
、
新
鮮
な
野
菜
が
不
足

し
、
と
ど
も
と
の
ふ
れ
合
い
の
時
間
も
極

端
に
少
な
い
、
な
ど
と
い
う
よ
う
な
生
活

の
実
状
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

先
日
、
朝
日
町
健
雌
づ
く
り
巡
動
の
一

環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
、
実
践
地
域
で
の

体
力
テ
ス
ト
、
保
健
指
導
に
参
加
し
ま
し

た
。
体
力
テ
λ

ト
を
行
な
い
、
医
師
の
診

断
を
終
っ
た
方
々
と
保
健
指
場
の
面
で
話

し
合
っ
て
み
ま
す
と
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

さあ（雲諸説易会号）第169号

真
剣
に
自
分
の
生
活
を
反
符
し
、
話
し
合

い
の
中
で
、
対
策
を
み
つ
け
て
刈
っ
て
行

か
れ
る
の
で
す
が
、
こ
の
人
遣
の
中
で
、

ど
の
程
度
、
あ
す
か
ら
の
生
活
に
と
り
入

れ
ら
れ、

改
善
し
て
行
か
れ
る
か
と
汚
え

る
の
で
す
。

生
活
の
改
苦
と
は
、

主
制
の
例
記
の
生

活
技
術
を
高
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
技
術

や
知
殺
を
通
し
て
生
活
を
変
山
さ
せ
る
も

の
で
な
吋
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
聞
い
た
、
開
附
し
た
．

ど
け

で
は
な
く
、

・川口内
%
行
し
、

1・M
の
小
に

生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ん
に
も
な
ら
な
い
－
b

の
な
の
で
す
。

地
区
に
お
い
て
は
、
持
改
定
行
グ
y

l

ア
も
あ
り
、
こ
の
一．
あ
さ
ひ
」
に
も
制
今

さ
れ
、
波
及
も
A
－
り
れ
る
よ
う
に
た
っ

τ

き
て
い
ま
す
が
、
ひ
と
り
ひ
と

n
、
い
・
か

に
し
て
生
活
と
生
産
の
澗
和
を
J
っ
て
行

〈
か
町
制
に
考
え
、
努
力
す
べ
き
で
す
w

一
自
前
壕
岳
学
生
募
集

住
宅
・
も
よ
く
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
も
入
っ

「

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

て
い
る
が
、
大
婦
が
別
居
し
て
生
活
し
な
防
衛
庁
で
は
、
九
日

．
け
か
ら
防
侮
卜へ

け
れ
ば
な
ら
な
い
l

ょ
う
で
は
、
児
の

生

活

字
絞
位
、
航

q
学
中
山、
口
必
手
伝「

k
f）

と
は
一五
え
ま
せ
ん
3

住
所
設
北
ぞ
た
て
て
を
採
集
し
て
い
ま
す
。

，．‘．，、，．‘，，、，．‘．，‘
．．
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．．
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‘，，、

話
L臥
F

奮亭－
E
司
ー
民
ヨ
』
ど

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
eJ

：’い
・J
N
I
－

－
e
J

：

子

当
の
額
十
悼
、
隣
山内
4

引
を
M
m
い
入
れ
よ

－
量
つ
ご
。
こ
vh

－、

雇
て
て
く
す
さ
L

う
と
す
る
車
業
主
に
川
制
h

ハ
、
円
八
心
川

最
近
、
各
尚
店
．
1
場
の
現
場
で
は
、
的
百
%
に
約

｝
．h
、
（
v
h・0
川
で
す
。
「

求
人
難、

労
働
力
不
足
の
川
が
聞
か
れ
る
則
附
は
い
す
れ
も
山
ハ
カ
川
川
〉

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

東

点

、

大
阪
を
は
じ
め
令
凶
に

今
や
、

ひ
と
こ
ろ
の
就
臓
慨
の
時
期
と

．十
数
カ
所
の
身
体
陣
中
山
ぷ
職
業
訓
練
所
が

県
な
り
、
身
体
に
文
闘
の
あ
る
人
も
、
仕
あ
り
、
時
計
、

一てシ
オ，

ay
レ
ピ
修
州
、

事
を
し
よ
う
と
い
ヨ
熱
厳
が
あ
れ
ば
、
そ

詮

盟
、
勝
与
印
刷
、
何
代
、
回
附
工
、
刻

の
残
停
労
働
能
力
を
活
か
し
て
り
っ
ぱ
な
川
工
等
の
仕
事
を
教
侵
し
て
い
ま
す
。

臨

業

人

に

な

れ

る

好

期

で

す

。

仏

一
作
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
九
月
中

障
害
の
程
度
が
重
く
て
、
臓
に
つ
い
て

を
履
用
促
進
月
間
と
し
て
巡
動
を
実
砲
し

も
、
す
ぐ
に
一
般
の
人
と
問
憾
に
仕
事
脅
て
お
り
、
就
職
の
ご
相
談
に
と
利
川
く
だ

続
げ
難
い
人
に
対
し
て
は
、
障
害
者
を
現
さ
い
。

川
柳
訓
縦
す
る
た
め
、

手
当
が
文
給
さ
れ
る

元
気
で
働
く
こ
と
の
で
き
る
体
力
づ
く
り

や
早
期
疲
労
回
復
の
手
段
を
は
か
り
な
が

ら
、
明
る
く
楽
し
い
、
な
ご
や
か
な
家
低

生
活
を
活
れ
る
よ
う
に
改
越
方
法
を
泣
闘

し
、
生
活
環
境
を
よ
く
し、

話
し
合
い
い
の

も
と
に
解
決
を
は
か
る
こ
と
が
任
－
mの
改

汚
だ
と
百
え
ま
す
。

地
区
の
方
々
の
中
に
は
、
例
人
で
解
決

す
る
よ
り
も
グ
ル

ー
プ
で、

グ
ル
ー
プ
か

ら
さ
ら
に
部
蒸
八
王
俸
へ

と
、
今
は
す
で
に

比
向
で
乍
活
を
改
澄
し
て
’
υく
ん
・
川
に

必
ん
で
い
ま
す
。
わ
が
山
燃

の
J

川
州
の
も

と
に
、
き
z
う
よ

η
は
あ
す
へ
と
、
午
一
柄

引
向
上
を
め
ざ
し
て
、
側
一
出
の
な
い午．
咋
…

と
生
前
の
調
和
を
は
か
同り
な
が
ら
、
地
味

な
努
力
乃
つ
み
直
ね
が
す
品
川
1

で
、
そ
の
鰻

花
こ
そ
が
トヘ
切
マ
す
。

ヘ入
相
川
内
別
賞
改
良
川
改
川
側
H
U
A
所
）

（
魚
印
公
民
間
明
記
小
に
ど
所
）

V
応
募
資
絡

年
令
（
四
十
五
年
四
月
一
日
現
在
）

．
防
衛
大
学
生
：
：
：
二
十

一
才
未
満

．
航
空
学
生
：
：
：
二
十
オ
未
満

－
看
護
学
今
：
：
：
二
十
ニ
オ
未
満

芋
刀高
校
ぃ
小
〈
来
年
三
月
一
地
業
予
定
企
む

〉
ま
た
は
乙
れ
と
問
呼
以
上
の
学
方
を

有
す
を
者。

一，自
衛
隊
生
徒
」

応
募
資
格
は
四
十
五
年
四
月

一
日
現

在
十
七
在
米
満
で
、
中
学
年
（
来
年
三

月
革
予
定
合
む
）
加
者

そ
の
他
二
婦
人
自
制
行
」
〈

一
位
、

訂
摺
〉
、
「
術
ル
ー
ほ
岱
学
生
」
も
拶
鈍
し

て
い
ま
す
。

V
受
付
締
切

卜
月
三
十
，

U
（
川
川
州
大
学
引
は
十
－

U
五
日
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ
ば
係
学
校
指
導
部
、
日
間

州
剛
山
山
地
方
連
餅
郎
、
ま
た
は
役
均
総
務

刈
へ
一
連
約
し
て
く
だ
さ
い
。
（
総
務
課
）

朝
日
町
人
事
異
動

昭
和
田
＋
四
年
八
月
二
十
五
日
付

（
深
長
）

新

旧

連

ぷ

課

長

町

長

室

長

水

野

眠

一

町
長
山
全
長
事
依
間
取
投
助
役
加
岬
際
的
ほど

（
係
リ
民
〉

町村民
室
文
』
総
務
課

E
i
z

品
提
出
胤
能
川
庶
務
係
円以

i
J

Z

相

談

所

の

開

設

〉
入
植
法
律
相
積

則

自
九
月
十
六
日
（
火
〉

午
後
一
時

i
凶
時

場

所

明
日
町
臓
工
会
館

（
総
筋
課
〉

マ
心
身
障
害
児
相
談
会

日
時
九
川
十
山
ハ
日
（
ルド
）

午

前

中

場
所
例
日
町
服
仁
会
館

（
民
生
訓
）

aaτFDa守

~持~~がて、 H擁t 乙 新

l'i 、小沢畠~ のふ八 lま 人
ら丹市伐 と 権
後十氏小任 小擁
制 T1.，，.....沢！問 沢護
さ日 t訓怖氏 満
（れ付目了 委
総まを PIJのと 員
務 しも~［I 後 な 浩に
課たつ三任つ
）。て七とた 氏
法二し 人 ， 

郵
便
局
だ
よ

り

通
常
貯
金
の

利
子
通
知
を
し
て
い
ま
す

部
政
行
は
、
郵
便
貯
金
の
お
容
さ
ま
サ

ー
ビ
ス
の

一
環
と
し
て
、
通
常
貯
金
の
利

子
を
通
知
し
ま
す
。
今
年
は
じ
月
か
ら
十

一
月
ま
で
乃
聞
に
、八七
回
二
十
八
の
地
方

肝
金
局
か
ら
順
次
通
知
し
ま
す
。
全
体
の

三
刈
即
位
で
す
。
乙
の
通
知
に
は
、
貯
金

の
現
収
高
と
制
和
四
十
四
年
三
月
ま
で
の

利
子
縞
が
河
川
入
し
て
あ
り
ま
す
。

乙
の
通
知
HJ
が
叩
い
た
ら
、
つ
い
で
の

と
き
に
、
－
a

近
く
の
郵
便
局
に
貯
金
通
弧
と

通
知
A
を
出
せ
ば
、
そ
の
屈
で
す
ぐ
、

通

艇
に
利
子
組
を
心
人
い
た
し
ま
す
。

（
泊
郵
似
局
）

先
月
の
交
通
事
故

一

（朝
日
町
管
内
）

一

七

牛

一

九一
二

朝

日

町

役

場

一

向

越

印

刷

一

六

円

一

六

円

一

九
三
九

l
O
じ

一

件

数
死

亡

者

負

制

者

編
集
兼
発
行

1

q

7

 

日

屈

一

w

送

料

定

価

郎

使

需

号


